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エスロン接着剤
ＮＯ．73S UV　リーフレット

不許転載

＊印刷のため製品の色調は実物とは異なる場合があります。
＊記載事項は予告なく変更する場合があります。
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●保管は法令に従って
接着剤は消防法の危険物に該当します。保管にあたっては、法令
及び市町村条例を守ってください。また、使用後は火気を避けて冷
暗所に保管してください。

●使用は法令に従って
エスロン接着剤は、厚生労働省の有機溶剤中毒予防規則において「第
二種溶剤等」に該当します。屋内で、接着剤の1時間当たりの使用量が、
以下の許容使用量を超える場合には、「有機溶剤中毒予防規則」が適
用され、「有機溶剤取り扱い作業主任」の資格が必要となります。詳細
は所轄の労働安全基準監督署にご確認ください。
接着剤許容使用量W（g/時間）=0.4（g/m3・時間）×部屋の容積（m3）

（部屋の容積は、床から高さ4m以下の部分とし、150m3を超える場
合は、150m3で計算する。）
尚、接着剤の1時間あたりの使用量は、実際に使用する接着剤の量に
0.6を乗じた数値です。

●換気・火気に注意
有機系溶剤による中毒と火災を防止するため、作業現場では換気
に注意し、火気を避けてください。

●目に入ったら
誤って目に入った場合は、こすったりしないで速やかに医者の診断
を受けてください。

●手洗いとうがい
使用後は、手洗いとうがいを充分に行ってください。

●手袋の着用を
かぶれ、ただれを防ぐために手袋を着用し、直接皮膚に触れないよ
う注意してください。万一皮膚に触れた場合は、すみやかに石けん
と水でよく洗い落としてください。

警 告

注 意

●他用途への流用は禁止
エスロンパイプ・継手の接着には専用のエスロン接着剤をご使用く
ださい。他の用途に流用しないでください。

●使用前の確認
Ｎｏ.７３Ｓ ＵＶの使用前には発光することを確認してください。

●使用条件
No.73S UVは排水・通気用途として使用してください。
飲料用配管へは使用しないでください。

●古いもの、異物混入したものは使わない
土砂・水の混入したものや、古くなって固まりかけた接着剤をシン
ナーなどでうすめて使用しないでください。接着効果が低下し、抜
けの原因となります。

●混合しないでください
異種の接着剤同士、または古い接着剤と新しい接着剤を混合しな
いでください。接着効果が低下し、抜けの原因となります。

●面取り
接合する前には必ず管端の面取りを行い、必ず標線を記入してく
ださい。

●塗布面の清掃
接合面の油・水気・ほこりをふきとってから、継手、パイプの順に接
着剤をできるだけ均一に塗布してください。

●塗布後速やかに挿入
接着剤塗布後、素早く管を継手に挿入し、抜け出なくなるまで押さ
えてください。

●色写り注意
接着剤を床などにこぼした上に床材を敷設すると、色が浸透する場合
があります。こぼれた接着剤はすみやかに拭き取ってください。
また、衣服等に付着した接着剤は取れません。

●再挿入の禁止
接着剤を塗布し一度挿入して抜け戻った管・継手は、接着剤の再塗
布の有無にかかわらず、再挿入して使用しないでください。
接着効果が低下し、抜け漏水の原因になります。

●発光について
施工後、時間の経過とともに発光が鈍くなる場合があります。

GHS表記内容 消防法による表記 対象製品

No.73S UV
第四類第一石油類

危険等級Ⅱ
火気厳禁引火性液体

及び蒸気
急性毒性

（低毒性）
発がん性/
生殖毒性等

接着剤は危険物（第四類第一石油類）に該当します。
各製品容器には取扱い上の注意、接合時の注意等が
表記されておりますので、ご使用前に必ずお読みください。

※容器の表示について

品 　 番 容 　 量 備 　 考梱 包 数 価 　 格

S735UV 500g 筆　付40缶/箱 2,600円/缶

■製品規格
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